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平成 17年 11月 11日 
各 位 

会社名  株式会社電通国際情報サービス 
代表社名 代表取締役社長 瀧浪 壽太郎 

（コード番号 4812 東証第 1部） 
問合せ先 取締役管理本部長 上原 伸夫 

（TEL. 03-6713-6160） 
 

株式会社エリジオンとの資本／業務提携について 
 
当社は、株式会社エリジオン（代表者：小寺敏正、以下、エリジオン）と資本提携を伴う業務

提携を行うことに合意し、本日開催の当社取締役会で契約締結を決議いたしましたので、お知ら

せいたします。 
 

記 
 
１． 資本／業務提携の理由 

製造業企業における 3 次元形状データを用いた設計・解析の普及に伴い、多様な設計シス
テム、解析システム間での形状データの共有あるいはスムーズな受渡しが求められるように

なってきています。しかしながら、現状では、多くのシステムが固有の形状データ形式を採

用しており、「閉じた」データ環境となっていることから、ユーザにとっては、システム間で

のデータ受渡しのための時間、コストが生産性向上の障害になるとともに、柔軟なシステム

選択を阻害する要因にもなっています。 
エリジオンは、3 次元設計データ変換など、形状データ処理において世界的な技術力を持
ち、世界の主要な設計・解析システムベンダーに同社の製品を OEM 供給しています。当社
は、設立以来 30年にわたって、製造業企業向けに、設計・解析システムや技術支援サービス
を提供してきました。当社は、エリジオンと平成 11年にエリジオン製品について販売代理店
契約を締結し、また最近ではエリジオン製品を用いたデータ変換支援システムの開発を行う

などの協業関係にあります。 
当社とエリジオンは、上記のような「柔軟で」「開かれた」データ環境に対する顧客ニーズ

が、今後、企業内のみならず、企業間協業の場においても大いに高まっていくとの見解で一

致しました。両社は、このようなニーズに対応して実現すべきデータ環境のビジョンを「Open 
Engineering World」と名付け、その実現に向けた業務提携を締結することといたしました。
今後、両社は、エリジオンが持つ技術力と、当社が持つ企画・マーケティング力を活かし、

「Open Engineering World」に対する顧客ニーズに応えるソリューションを共同で開発し、
提供してまいります。 
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２． 資本／業務提携の内容 
（１） 「Open Engineering World」実現に向けたソリューションの開発、提供を共同で行

います。 
（２） この業務提携に基づく協業推進体制を、双方に設置いたします。 
（３） この業務提携の推進と成果を確実なものとするために、当社はエリジオンに資本参加

するとともに、非常勤取締役を 1名派遣いたします。 
（４） エリジオンの発行済株式数の 10％を取得する方法により資本参加いたします。 

 
３． 株式会社エリジオンの概要 
（１） 商号 株式会社エリジオン 
（２） 代表者 代表取締役社長 小寺 敏正 
（３） 所在地 静岡県浜松市旭町 11-1 プレスタワー10F 
（４） 設立年月日 平成 11年 11月 1日 
（５） 資本金 30百万円 
（６） 事業の内容 
① PDQ 検証ソフト(*)やダイレクトデータ変換ソフトの自社開発及びグローバルな事
業展開 

② 形状処理技術を活かした専用システムの開発により、製造業に特化したトータルソ
リューションの提供 

（７） 関連会社 米国現地法人（デトロイト）、欧州現地法人（パリ） 
 

(*)PDQ検証ソフト・・・3次元形状データの品質をチェックし、補正するソフト 
 
４． 日程 

平成 17年 11月 11日    取締役会決議および業務提携契約書締結 
平成 17年 11月 25日(予定)  株券引渡し期日 

 
５． 今後の見通し 

本資本／業務提携が、当社連結業績に与える影響は軽微であります。 
以上 

 
 


